
㈱
土
田
商
店

土田美津子

女 性 会女 性 会女 性 会女 性 会

青 年 部青 年 部

新
潟
県
議
会
議
員

小島  晋

顧    問
新
潟
県
議
会
議
員

小 林 一 大

顧    問顧    問
㈱
カ
ワ
マ
ツ

 
 
 
 

代
表
取
締
役
会
長

川 﨑 松 雄

参    与
大
幸
食
品
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

取
締
役
会
長

石 川 幸 二

㈱
春
日
薬
局

 
 
 
 

代
表
取
締
役
会
長

日
揮
触
媒
化
成
㈱
新
潟
事
業
所

      

執
行
役
員
新
潟
事
業
所
長

春 日 忠 男

参    与

元
専
務
理
事

額 田 達 夫

前
専
務
理
事

里村  進

参    与

新
潟
薬
科
大
学 

 

学
長

寺田  弘

参    与参    与参    与

渡 辺 誠 志

参    与

議    員議    員
㈱
徳
永
設
備
設
計
事
務
所

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

徳 永 一 成

議    員

議    員
㈲
坂
井
衛
生
社

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

坂 井 一 欽

議    員議    員

議    員

議    員
㈲
羽
入 

 

代
表
取
締
役

羽 入 由 介

議    員
阿
部
木
材
工
業
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

阿 部 信 幸

㈱
四
柳
養
樹
園

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

四 柳 長 市  

㈱
馬
場
工
務
所

 
 
 
 
 
 
 
 

取
締
役
社
長

馬 場 欣 一

議    員
㈲
川
松
食
品

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

齋藤  司

新
潟
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
㈱

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

石 黒 正 路

坂
上
興
産
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

坂 上 康 衛

議    員

㈱
天
神
屋

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

議    員
東
北
電
力
㈱

 
 
 
 
 
 

新
津
営
業
所
長

天 艸 法 文

秋
葉
建
設
興
業
㈱

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

五十嵐一英

議    員

㈱
石
井
商
店

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

石 井 智 裕

議    員

さ
く
ら
の
街
信
用
組
合
新
津
支
店

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
店
長

佐 野 和 明

議    員
㈱
大
光
銀
行
新
津
支
店

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
店
長

中 澤 隆 史

新
潟
縣
信
用
組
合
新
津
支
店

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
店
長

青 木 孝 広

議    員
新
津
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

新
潟
観
光
開
発
㈱ 

専
務
取
締
役

神田  忠

議    員

青 木 德 榮

医
療
法
人
社
団 

健
進
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
理
事
長

涌 井 英 夫

大
宗
建
設
工
業
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

望月  治

議    員
㈱
一
楽 

 

代
表
取
締
役

渡 辺 和 子

議    員
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会  長

㈲
や
ま
け
い

石月美都子
副会長

坂
上
興
産
㈱

坂 上 恵 子
副会長

㈱
ホ
テ
ル
美
好

原   宣子
副会長

㈲
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ヤ
シ

林 健太郎
副会長

青 年 部
坂
上
興
産
㈱

坂 上 信 也
専務理事

㈲
関
口
瓦
工
業

関口  浩

女 性 会
㈲
本
間
酒
舗

本間由美子
副会長

会  長

青 年 部 青 年 部
㈲
や
ま
い
し

石月  勝
直前会長

㈱
満
日
製
作
所

浅 間 旭 照
副会長

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

平
成
28
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
世
界
の
動
向
は
、
ギ
リ
シ
ャ

問
題
、
中
国
経
済
の
新
常
態
へ
の
移
行
、

資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
下
落
、
シ

リ
ア
問
題
な
ど
、
世
界
経
済
を
揺
る
が

す
問
題
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
新
興
国

経
済
が
低
迷
す
る
中
で
、
相
対
的
に
先

進
国
経
済
は
底
堅
く
、
米
国
経
済
は
好

調
に
推
移
し
、
昨
年
の
世
界
経
済
全
体

は
緩
や
か
な
回
復
と
な
り
ま
し
た
。
本

年
は
、
米
国
が
い
よ
い
よ
金
融
緩
和
の

出
口
戦
略
に
入
り
、
中
国
経
済
の
先
行

き
の
不
透
明
さ
と
合
わ
せ
て
、
新
興
国

経
済
に
力
強
さ
が
う
か
が
え
な
い
な
ど
、

世
界
経
済
の
回
復
は
今
年
も
緩
慢
な
も

の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
わ
が
国
経
済
は
、
よ
う
や

く
デ
フ
レ
脱
却
へ
の
道
筋
が
見
え
、
昨

年
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
や
訪
日
観
光

客
の
増
加
、
さ
ら
に
、
昨
年
後
半
か
ら

は
、
企
業
の
設
備
投
資
も
拡
大
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
国
民
・
経

済
界
が
将
来
に
向
け
て
明
る
い
展
望
を

持
て
る
期
待
感
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
来
年
４
月
に
は
消
費
税
率

が
10
％
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
か
ら
、
本

年
後
半
に
は
あ
る
程
度
の
駆
け
込
み
需

要
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

将
来
の
日
本
の
持
続
的
な
成
長
を
成

し
遂
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
50
年
後
の

人
口
１
億
人
の
維
持
を
目
標
と
す
る
抜

本
的
な
少
子
化
対
策
、
働
く
意
欲
を
持

っ
た
高
齢
者
と
女
性
の
労
働
参
加
を
促

進
す
る
労
働
改
革
、
日
本
の
食
の
魅
力

と
安
全
を
世
界
に
発
信
す
る
強
い
農
業

へ
の
転
換
な
ど
、
構
造
改
革
の
推
進
が

い
ず
れ
も
待
っ
た
な
し
の
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
実
現
す

る
財
源
の
た
め
に
は
、
税
と
社
会
保
障

の
一
体
改
革
の
実
現
も
急
務
と
な
り
ま

す
。

　

わ
が
国
は
、
幸
い
な
こ
と
に
安
定
政

権
の
下
で
、
政
策
を
継
続
的
か
つ
粘
り

強
く
実
行
す
る
体
制
に
あ
り
ま
す
。
日

本
再
生
の
た
め
に
は
、
改
革
の
プ
ラ
ス

と
マ
イ
ナ
ス
を
明
示
し
、
国
民
に
そ
の

必
要
性
を
説
明
し
、
説
得
し
続
け
る
こ

と
で
改
革
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
中
で
、
商
工
会

議
所
と
い
た
し
ま
し
て
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
軸
足
を
置
い
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
か
考
え
ま
す
と
、
全
国
５
１

４
の
商
工
会
議
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
で
、
関
係
者
と
緊
密
に
連
携
し
な
が

ら
地
域
の
将
来
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
地
方

創
生
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
肝
要
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
「
観
光｣

や
「
も
の
づ
く
り
」
な
ど
地
域
の
強
み

を
生
か
す
活
動
に
は
、
商
工
会
議
所
が

強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
、
地
方
創
生
の
切
り
札
と
し
て

期
待
さ
れ
る
観
光
分
野
で
は
、
外
国
人

観
光
客
は
、
一
昨
年
に
１
３
０
０
万
人

を
超
え
、
昨
年
は
約
１
９
０
０
万
人
と

急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ま
で
に
２
０
０
０
万
人
と
い
う
当

初
の
目
標
を
前
倒
し
で
達
成
す
る
こ
と

が
確
実
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
が
、
外
国
人
の
み
な
ら
ず
国
内

の
観
光
客
を
引
き
付
け
る
た
め
に
は
、

デ
ー
ビ
ッ
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
氏
の

『
新
・
観
光
立
国
論
』
に
も
述
べ
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
「
文
化
」
「
気
候
」

「
自
然
」
「
食
事
」
の
四
大
要
素
を
軸

と
し
て
、
地
域
が
独
自
の
魅
力
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
地
域
間
の
連
携
も
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
た
な
目

標
設
定
と
と
も
に
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の

解
消
と
観
光
消
費
の
効
果
を
得
る
た
め

の
現
実
的
な
対
策
を
考
え
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

次
に
、
観
光
と
並
ん
で
日
本
の
強
み

を
生
か
す
分
野
に
製
造
業
が
あ
り
ま
す
。

六
重
苦
が
徐
々
に
解
消
さ
れ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
大
筋
合
意
に
よ
り
、
国
内
立
地
の
競

争
力
は
改
善
傾
向
に
あ
り
、
新
し
い
も

の
づ
く
り
立
国
を
構
築
す
る
好
機
が
訪

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
は
、
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
政
策
大
綱
」
が
ま
と
め
ら
れ
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
活
用
し
た
中
小
企
業
と
農
業
の

輸
出
促
進
支
援
策
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、

地
方
創
生
に
も
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
１
～
２
年
後
に
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
発
効
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、

こ
れ
ま
で
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
組
ん

で
い
な
か
っ
た
企
業
で
も
、
ど
の
よ
う

に
活
用
で
き
る
か
、
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特

に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
日
本
の
農
業
を
強
い

産
業
に
変
革
し
て
い
く
と
と
も
に
、
日

本
の
農
産
品
・
食
品
の
輸
出
拡
大
に
貢

献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
日
本
再
生
と
い
う
点
で
は
、

本
年
３
月
で
震
災
か
ら
６
年
目
に
入
る

被
災
地
の
復
興
の
歩
み
も
加
速
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
日
も
早
い
本

格
復
興
に
向
け
て
、
現
地
の
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
支
援
を
着
実
に
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
地
方
創
生
の

主
役
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
で
あ
り
、
明

る
い
未
来
を
切
り
開
く
気
概
を
持
っ
た

わ
れ
わ
れ
の
一
歩
が
日
本
再
出
発
の
推

進
力
と
な
り
ま
す
。
自
信
を
持
っ
て
前

を
向
き
、
変
化
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

年
頭
所
感

日
本
商
工
会
議
所
会
頭

三  

村  

明  

夫

議    員

荒 木 政 人

㈱
か
ど
や
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表
取
締
役

議    員
㈲
野
本
時
計
店

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

野 本 一 郎

㈱
イ
ウ
ラ
不
動
産

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

井 浦 行 重

議    員

㈱
北
越
銀
行
新
津
支
店

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

支
店
長

山 崎 和 昭

議    員 議    員
新
津
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
㈱

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役

藤田  勇

㈱
カ
ネ
ミ
ヤ

 
 
 
 

代
表
取
締
役
社
長

宮 﨑 祥 郎

議    員


